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市
は
、
平
成　

年
９
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
実
施
し
た
市
民
意
見
募
集
の
結
果
な
ど
を
踏

２０

２９

１０

３１

ま
え
、「
新
病
院
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成　

年
度
中
の
開
院
を
目
指
し
、
今
後
、
新

２５

病
院
の
施
設
整
備
等
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
の
公
募
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

新
病
院
基
本
構
想
の 

基
本
的
な
考
え
方　

　

新
病
院
基
本
構
想
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
こ
ど

も
病
院
が
培
っ
て
き
た
九
州
・

西
日
本
を
リ
ー
ド
す
る
高
度
な

医
療
機
能
を
維
持
し
、
さ
ら
に

充
実
・
強
化
し
て
い
く
こ
と
に

主
眼
を
置
く
と
と
も
に
、
併
せ

て
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
療
養
環
境
を
患
者
や
家
族

の
皆
さ
ん
に
提
供
し
て
い
く
こ

と
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
、
子
ど
も
が
で
き

る
だ
け
日
常
に
近
い
生
活
を
安

心
し
て
送
れ
る
よ
う
配
慮
す
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
が
家
族
と

一
緒
に
過
ご
せ
る
空
間
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
建
物
を
低
層
に
し
、

緑
を
十
分
に
配
置
し
、
個
室
を

多
く
設
け
る
な
ど
、
子
ど
も
と

家
族
の
た
め
の
癒
し
の
環
境
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
要
望
が
多
い
駐
車
場
も
十
分

な
台
数
を
確
保
し
ま
す
。

　

新
病
院
が
担
う
べ
き
医
療
を

安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
し
て

い
く
た
め
、
経
営
体
制
の
強
化

を
図
り
、
健
全
経
営
に
努
め
ま

す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
や

家
族
の
健
康
と
明
る
い
未
来
の

た
め
に
、　

世
紀
に
ふ
さ
わ
し

２１

い
病
院
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

新
病
院
基
本
構
想
の
概
要

　

新
病
院
基
本
構
想
の
概
要

は
、
本
紙　

月　

日
号
で
「
新

１０

１５

病
院
基
本
構
想
（
案
）」
を
説

明
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
そ
の
際
掲
載
で
き
な
か
っ

た
事
項
や
今
回
追
加
・
修
正
し

た
事
項
を
ご
説
明
し
ま
す
。

１.
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
の
採
用

　

新
病
院
整
備
に
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ

（
※
注
）方
式
を
採
用
し
、
設
計

か
ら
建
設
、
維
持
管
理
ま
で
を

一
貫
し
て
委
託
す
る
こ
と
で
、

一
般
的
に
施
設
の
使
い
や
す
さ

が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
長
期

間
に
わ
た
り
コ
ス
ト
の
縮
減
が

図
れ
ま
す
。
ま
た
、
民
間
的
な

発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

病
院
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
場
合
、
医
療

法
に
よ
り
、
医
療
行
為
や
経
営

行
為
は
病
院
が
行
う
必
要
が
あ

る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
者
は
施

設
整
備
や
施
設
の
維
持
管
理
な

ど
の
周
辺
業
務
を
担
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
採
用
に
当
た
っ
て

こども
病院

Fukuoka

新
病
院
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し

新
病
院
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
たた

は
、
先
行
事
例
の
調
査
・
分
析

を
行
い
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
効
果
を
最

大
限
に
発
揮
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
ま
す
。

２.

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
後
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
公
募
な
ど
の

手
続
き
に
入
り
ま
す
が
、
平
成

　

年
度
着
工
、
平
成　

年
度
中

２３

２５

の
開
院
を
目
指
し
ま
す
。

　

３.

今
回
新
た
に
追
加
・
修

正
し
た
主
な
事
項

　

市
民
意
見
募
集
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
）
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
基
本

構
想
に
追
加
・
修
正
し
た
主
な

事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

○
医
療
機
能
の
拡
張
可
能
性

に
つ
い
て

　

医
療
環
境
の
変
化
に
対
応
す

る
た
め
の
機
能
の
拡
張
に
つ
い

て
は
、
検
討
を
行
う
こ
と
も
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
病
院
事
業
運

営
審
議
会
の
専
門
的
見
地
か
ら

の
審
議
も
踏
ま
え
、
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

○
収
支
に
関
す
る
今
後
の
検

討
課
題
に
つ
い
て

　

今
後
、
用
地
取
得
費
、
建
設

費
を
は
じ
め
、
全
体
的
な
経
費

の
削
減
に
つ
い
て
、
詳
細
な
検

討
を
進
め
ま
す
。

　

○
個
室
料
、
駐
車
料
等
に
つ

い
て

　

個
室
料
、
駐
車
料
な
ど
利
用

者
の
負
担
に
か
か
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
受
益
者
負
担
の
考
え

方
、
公
平
性
の
観
点
、
こ
れ
ま

軸 雫宍宍宍宍宍宍

軸 雫宍宍宍宍宍宍

で
寄
せ
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
お
よ
び
他
病
院
の
事
例
な
ど

を
勘
案
し
て
、
今
後
、
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

　

市
民
や
、
医
療
関
係
者
の
意

見
を
参
考
に
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
を
明
記
し
ま
し
た
。

整
備
場
所
の
選
定
に
つ
い
て

　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
は
、
整

備
場
所
に
関
す
る
も
の
が
最
も

多
か
っ
た
の
で
、
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
を
選
択
し
た
市
の
考
え

方
を
再
度
ご
説
明
し
ま
す
。

　

○
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、

新
病
院
の
機
能
に
必
要
な
敷
地

面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
で

き
、
施
設
の
自
由
度
が
高
く
、

医
療
機
能
の
拡
張
も
容
易
で
、

土
地
単
価
も
安
価
で
す
。

　

ま
た
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ

中
央
公
園
な
ど
の
緑
が
あ
る
な

ど
、
療
養
環
境
も
優
れ
て
い
ま

す
。
都
市
高
速
出
入
り
口
に
近

接
し
て
お
り
、
都
市
高
速
の
利

用
に
よ
り
、
市
内
各
地
か
ら
比

較
的
短
時
間
で
移
動
が
可
能
で

す
。
今
後
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
の
開
発
が
進
み
、
そ
れ
に
伴

っ
て
公
共
交
通
機
関
の
充
実
も

図
ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
に
あ

 

こ
と
ば（
※
注
）

　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
の
略
で
、
民
間
資

金
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
整

備
を
い
い
ま
す
。
民
間
の
経

営
能
力
お
よ
び
技
術
的
能

力
、
資
金
を
活
用
し
て
施
設

整
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

包
括
的
に
委
託
す
る
手
法
で

す
。

市民の皆さんからの意見について
　※市民意見募集実施期間（平成２０年9月２９
日～１０月３１日）に９８人から寄せられた意見
（３４８）を次のように集約しました。

項目数回答の種類

９

■基本構想へ反映したもの△

入院した新生児のデータ

△

患者のカ
ウンセリング

△

地方独立行政法人とＰ
ＦＩとの関係

△
ＰＦＩ方式採用の理由△

個室について
△

収支試算の考え方

△

建設費の妥当性

△

用地取得費、等

８■今後の参考意見とさせていただく
もの

４０■基本構想案の考え方等の説明をさ
せていただいたもの

１２■ご質問にお答えしたもの
６９合　計

　※皆さんからの意見およびそれに対する市の
考え方は、市ホームページ、情報プラザ（市役所1
階）、各区市民相談室、各出張所で１２月２２日以降、
閲覧できます。

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
敷
地
の
活

用
性
、
療
養
環
境
、
経
済
性
、

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
、
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
が
適
地
で
あ
る
と
判
断

し
、
決
定
し
ま
し
た
。

　

○
現
地
建
て
替
え
に
つ
い
て

は
、
敷
地
が
狭
く
不
整
型
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
診
療
を
継

続
し
な
が
ら
の
工
事
に
は
設
計

上
大
き
な
制
約
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
一
部
休
診

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
工
事

期
間
の
長
期
化
、
そ
の
間
の
振

動
や
騒
音
、
医
療
機
器
に
対
す

る
影
響
な
ど
も
懸
念
さ
れ
、
患

者
や
そ
の
家
族
に
多
大
な
苦
痛

や
不
便
を
強
い
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
課
題
が
多
く
、
効
率
的
な

整
備
手
法
で
は
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

○
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
以
外

の
候
補
地
に
つ
い
て
は
、
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
や
狭
い
道
路
、

敷
地
面
積
の
限
界
な
ど
が
あ

り
、
将
来
に
わ
た
る
医
療
機
能

の
確
保
や
病
院
運
営
の
効
率
化

の
面
で
問
題
が
あ
る
た
め
、
病

院
用
地
と
し
て
最
適
で
は
な
い

と
判
断
し
ま
し
た
。


